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＜避難実施要領の作成パターンについて＞ 

 

類 型 

 

 

項 目 

着上陸侵攻 

からの避難 

ゲリラや特殊部隊 

等 か ら の 避 難 

航空攻撃からの避難 

兆候がある場合 兆候がない場合 

攻撃の特徴 

・攻撃が大規模であり広

範囲で長期化する傾向

がある。 

・着上陸侵攻に先立ち、

空爆や弾道ミサイル攻

撃が行われることがあ

る。 

・秘匿した行動を取るた

め、事前の兆候を察知す

ることが困難である。 

・政治経済の中枢やダ

ム、鉄道など重要施設が

標的となる可能性が高

い。 

・着上陸侵攻と同じく、

大規模な侵攻が行われ

る。 

・避難が長期化し、広範

囲にわたる可能性があ

る。 

・対応時間が短く使用さ

れる弾頭により被害の

状況が異なるのは弾道

ミサイル攻撃の場合と

同様である。 

避難時間 

・事前の準備が可能であ

り、避難時間に余裕があ

る。 

・短時間で被害が発生す

ることが考えられ、避難

時間はあまりない。 

・事前の準備が可能であ

り、避難時間に余裕があ

る。 

・短時間で被害が発生す

ることが考えられるた

め、避難時間はあまりな

い。 

避難実施要領 

に盛り込む 

べ き 内 容 

・広域的、長期的な避難

方法について盛り込む。 

・ゲリラの活動区域を特

定し、退避の指示を行

う。 

・攻撃当初は屋内に避難

させ、その後関係機関と

協力して安全措置を講

じつつ、適当な避難地に

移動させる。 

・着上陸侵攻に準じて、

広域的、長期的な避難方

法について盛り込む。 

・弾道ミサイル攻撃から

の避難の場合に準じて、

避難方法について盛り

込む。 

 

 

類 型 

 

 

項 目 

弾道ミサイル攻撃からの避難 

通常弾頭である場合 核弾頭である場合 生物剤弾頭である場合 
化学物質弾頭       
である場合       

攻撃の特徴 

・発射の段階で攻撃目標を特定することは困難 

 ・核爆発による熱線、爆

風、放射性降下物による

被害がある。 

・潜伏期間がある細菌が

使用された場合、被害が

拡大するおそれがある。 

・生物剤と同じく目に見

えず拡散するが、被害が

短期間で発生する。 

避難時間 ・極めて短時間で被害が発生することが考えられため、避難時間はあまりない。 

避難先 ・避難時間があまりないため、近くの建物の中など、屋内避難を基本とする。 

避難実施要領 

に盛り込む 

べ き 内 容 

①屋外にいた場合 ② 屋内にいた場合  ③乗り物の中にいた場合を想定して、避難方法について盛り込

む。 

 ・安全が確認されるまで、むやみに外に出ない。 

 

・手袋、カッパ等の着用

など、放射能の影響を避

ける避難方法について

盛り込む。 

・タオルやマスクの使用

等、内部被曝を避ける方

策について盛り込む。 

 

・攻撃が行われた場所か

ら直ちに離れ、密閉され

た部屋等に避難する。 

・ヒトや動物を媒体とす

る生物剤が使用された

場合には、住民を避難さ

せるのではなく、感染者

を入院させて治療する

等の措置を行う。 

 

 

・風向きが非常に重要に

なるので、第一に風向き

を確認する。 

・外気から密閉性の高い

部屋等に避難する。 

 ガムテープ等で目張

り等をする。 

 


